
年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

1

２　極限
【知識及び技能】
数列の極限と関連させて関数の極
限について理解し，関連して関数
の連続性についても理解するとと
もに，それらを様々な関数の考察
に活用できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
関数の極限の表記について，理解
し，適切に表現することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
関数の極限の考え方に興味・関心
を示し，具体的な問題に取り組む
姿勢を育む。

○

○ ○ ○

数学 数学Ⅲ

（７組：　　　　）

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅲ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数学Ⅲ　数研出版

数学

事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

配当
時数

１　 関数
【知識及び技能】
　分数関数や無理関数等の性質を
理解し，それを方程式や不等式の
考察に活用できるようにする。ま
た，関数の一般的な性質として逆
関数や合成関数などについて理解
し，事象の考察に活用できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
分数関数等の表記について，理解
し，適切に表現することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
分数関数等の考え方に興味・関心
を示し，具体的な問題に取り組む
姿勢を育む。

・指導事項
①分数関数　②無理関数　③逆関
数と合成関数
・教材
教科書 問題集 iPad プリント  等
・一人１台端末の活用
小テストや復習教材の配信 等

【知識及び技能】
　分数関数，無理関数，逆関数，合成関数の
定義を理解し，グラフをかくことができる。
また，方程式や不等式を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
分数関数，無理関数，逆関数，合成関数の表
記について，理解し，考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
分数関数，無理関数，逆関数，合成関数の考
え方に興味・関心を示し，具体的な問題に取
り組もうとする。

○ ○ ○ 14

２　極限
【知識及び技能】
数列の極限の概念を理解し，様々
な数列の極限が求められるように
する。無限級数については，その
極限と各項の極限との関係を理解
し，正しく考察できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
無限等比数列や無限級数の表記に
ついて，理解し，適切に表現する
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
数列の極限の考え方に興味・関心
を示し，具体的な問題に取り組む
姿勢を育む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　収束する数列の極限値の性質を理解し，そ
れを用いて，数列の極限が求められる。無限
等比数列の収束・発散を利用して，様々な数
列の極限を求めることができる。無限級数の
和とは，部分和の作る数列の極限であること
を理解し，無限級数の収束，発散を調べられ
る。
【思考・判断・表現】
数列の式の変形が容易でない場合，「はさみ
うちの原理」を用いて極限を考察することが
できる。無限等比数列を，公比の値で場合分
けし，その極限を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
不定形の数列の式を，不定形を解消するよう
に工夫して変形しようとする。無限級数の和
の性質について理解し，それを用いて無限級
数の和を求めようとする。

24

○ ○ 1

定期考査 ○

福生

・指導事項
①数列の極限　②無限等比数列
③無限級数
・教材
教科書 問題集 iPad プリント  等
・一人１台端末の活用
小テストや復習教材の配信 等

・指導事項
①関数の極限　②三角関数と極限
③関数の連続性
・教材
教科書 問題集 iPad プリント  等
・一人１台端末の活用
小テストや復習教材の配信 等

【知識・技能】
　不定形を解消するなど，関数の式を適切に
変形することで，関数の極限を求めることが
できる。指数関数，対数関数，三角関数の極
限が求められる。定義に基づいて，様々な関
数の連続性，不連続性を判定することができ
る。
【思考・判断・表現】
極限の等式を成り立たせる必要条件を求め
て，その十分性を確認することで関数の式の
係数を決定することができる。グラフを参考
にしながら，関数の右側極限，左側極限，関
数の極限の有無について考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
不定形の関数の式を，不定形を解消するよう
に工夫して変形しようとする。関数の右側極
限，左側極限の考え方に興味・関心をもつ。

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅲ

（７組：　　　　）

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅲ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数学Ⅲ　数研出版

数学

事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

福生

２
学
期

３　微分法
【知識及び技能】
微分係数や導関数の定義を理解
し，導関数についての様々な性質
や公式を導き，それらを導関数の
計算に活用できるようにする。導
関数の定義や公式を適用して，い
ろいろな関数の導関数を導き，そ
れを用いて関数が微分できるよう
にする。また，陰関数や媒介変数
で表された関数の微分もできるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
導関数を事象の考察に活用できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
微分法の考え方に興味・関心を示
し，具体的な問題に取り組む姿勢
を育む。

○ 26○ ○

○ 1

○ 25

定期考査
○ 1○

４　微分法の応用
【知識及び技能】
　導関数を，接線，関数の増減，
グラフなどに活用できるようにす
る。また，関数のグラフを方程式
や不等式の考察に活用できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
　導関数を様々な事象の考察に活
用できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に導関数を活用しようと
し，導関数を様々な方法で活用す
る姿勢を育てる。

・指導事項
①接線の方程式　②平均値の定理
③関数の値の変化　④関数のグラ
フ　⑤方程式，不等式への応用
⑥速度と加速度　⑦近似値
・教材
教科書 問題集 iPad プリント  等
・一人１台端末の活用
小テストや復習教材の配信 等

【知識・技能】
　微分係数の意味を理解しており，接線の方
程式を求めることができる。導関数の符号と
関数の増減の関係を理解し，導関数を利用し
て関数の増減が調べられる。
【思考・判断・表現】
　接線に直交する条件と，直線の方程式の公
式から，法線の方程式の公式を考えることが
できる。方程式f(x)＝aの実数解の個数を，
関数y＝f(x)のグラフと直線y＝aの共有点の
個数に読み替えて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　存在定理である平均値の定理に興味をも
ち，図形的意味を考察しようとする。方程式
や不等式を関数的視点でとらえ，解決しよう
とする。

○ ○

・指導事項
①微分係数と導関数　②導関数の
計算　③いろいろな関数の導関数
④第n次導関数　⑤曲線の方程式と
導関数
・教材
教科書 問題集 iPad プリント  等
・一人１台端末の活用
小テストや復習教材の配信 等

【知識・技能】
　連続性が微分可能性の必要条件ではあるが
十分条件ではないことを理解している。導関
数の性質，積の導関数，商の導関数，合成関
数の導関数，逆関数の微分法を理解し，種々
の導関数の計算に利用することができる。
【思考・判断・表現】
　微分係数の2通りの表し方を理解し，その
図形的意味を考察することができる。導関数
を，微分係数から得られる新しい関数として
理解することができる。対数微分法を利用し
て，複雑な関数を微分について考察すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　微分係数の図形的意味を考察しようとす
る。微分可能性と連続性の関係について，興
味・関心をもつ。陰関数F(x，y)＝0を微分す
る方法の簡便さに関心を示す。様々な曲線の
媒介変数表示について興味をもち，考察しよ
うとする。

定期考査 ○



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅲ

（７組：　　　　）

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅲ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数学Ⅲ　数研出版

数学

事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

福生

定期考査 ○ ○ 1

合計

140

〇 38

３
学
期

５　積分法とその応用
【知識及び技能】
　様々な関数の不定積分やその計
算法則を導関数をもとにして考
え，それをもとに不定積分を求め
られるようにする。また，定積分
を活用して，面積，体積，曲線の
長さなどを求められるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　定積分を面積として捉え，様々
な事象の考察に活用できるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　微分法の考え方に興味・関心を
示し，具体的な問題に取り組む姿
勢を育む。

・指導事項
①不定積分とその基本性質　②置
換積分法と部分積分法　③いろい
ろな関数の不定積分　④定積分と
その基本性質　⑤置換積分法と部
分積分法　⑥定積分のいろいろな
問題　⑦面積　⑧体積　⑨道のり
⑩曲線の長さ
・教材
教科書 問題集 iPad プリント  等
・一人１台端末の活用
小テストや復習教材の配信 等

【知識・技能】
　不定積分の定義や性質を理解し，それを利
用して種々の関数の不定積分を計算できる。
定積分の定義や性質を理解し，それを利用し
て種々の関数の定積分を計算できる。面積を
求める際には，グラフの上下関係，積分範囲
などを図をかいて考察している。
【思考・判断・表現】
　合成関数の微分の逆演算として，置換積分
法を理解することができる。曲線で囲まれた
部分の面積を微少な長方形で近似する考え方
で，定積分と和の極限との関係を考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　不定積分の公式が適用できるように式変形
を工夫しようとする。置換積分法により，複
雑な関数の定積分を求めることに興味・関心
を示す。立体の体積を計算するには断面積を
表す関数を積分すればよいことに興味・関心
をもち，考察しようとする。

〇 〇


